


































































































































































































































































































































































































表 1 宮地域における就業者の産業別割合の推移 (単位 :%)



















































28.0 34.7 37.2 40.6 45.7
0.1 0.1 0.2 0.4
2.4 2.4 3.1 3.3 2.3
7.7 7.9 9.2 10.4 10.5
0,4 0.3 0.2 0.4 0.5
11,5 18.2 16.3 18.3 23.1
5.7 5.7 8.2 7.3 8.2
0.1 - 0.4 1.2
53.7



































































































































































1955年 1960年 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年





















就業者数 (人) 1112 1138 867
4.1 5.1 5.3 5.1 5.5 6.1 6.3 12.4










??? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?
?
??
7.8 8.5 9.5 9.8 13.3
4.2 4.3 4.9 6.3 7.0














28.9 23.2 24.9 21.2
- 0.4 0.7
842 765 714 670 546 508 429 387
(注)1975年は20%の抽出集計である｡そのためと考えられるが,原表ではその年の就業者数は785人となっており,産業
別就業者数765人と相違している｡-は該当者がいないことを示す｡





















就業者数 (人) 387 61,505,973
(単位 :人)
就業地 富地域内 富地域外
で就業 で就業
専門的･技術的職業従事者
管理的職業従事者
事務従事者
販売従事者
サービス職業従事者
保安職業従事者
農林漁業作業者
運輸･通信従事者
生産工程･労務作業者
分類不能の職業
合 計
12 15 27
7 2 9
38 19 57
11 19 30
20 9 29
1 3 4
144 5 149
3 11 14
26 81 107
3 0 3
265 164 429
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野連 政雄
コンニャク,木炭の生産,牛の飼育,杉の栽培とい
った地場産業があった｡しかし,近年,農林業は衰
退している｡
(2)あまごの養殖がおこなわれている｡
(3)富地域には森林組合の製材所がある｡かつて
は縫製工場が富地域にあり,多くの農家の主婦に就
業機会を与えていた｡しかし,すべての縫製工場は
1995年までに操業をやめてしまった｡
(4)商店などの商業施設は少なく,富西谷の宮原
あたりの富地域の中心部にすべてある｡その他の地
区に商業施設はまったくない｡
(5)観光施設として,キャンプ場と温泉がある｡
(6)富村役場は,1987年に (財)富村ふるさと振
興公社を設立した｡そして,振興公社は農産物の加
工と販売,あまごの養殖と販売,宿泊施設,キャン
プ場,温泉の経営,道路の除雪作業, ゴミ処理をお
みらくるお くつ
こなった｡第3セクターの (樵)未来奥津が,2008
年4月に振興公社の大半の事業を引き継いだ｡
(7)富地域には就業先があまりないので,就業者
の38.2%が富地域の外で就業している｡多くの人々
が富地域の外で就業しているから,就業者の産業
別 ･職業別構成は富地域の産業構造をそのまま反映
していない｡
(8)高度経済成長期には,第 1次産業の ｢農業｣
と ｢林業｣に就業する人の割合が大きく減少した｡
第2次産業の ｢建設業｣に従事する人の割合はほぼ
一貫して増加している｡｢製造業｣に従事する人の
割合は1990年まで増加したが,それ以降は減少し
ている｡これは,富地域にあった縫製工場がかつて
はその地域の女性に多くの雇用機会を提供していた
が,1995年までにすべて閉鎖されたからである｡
第3次産業のうち,｢卸売 ･小売業,飲食店｣,｢サ
ービス業｣,｢公務｣に就業する人の割合がほぼ一貫
して増加している｡
(9)2005年の国勢調査によれば,富地域では日本
全国よりも,第1次産業就業者の割合は23.6%高い
のに対し,第2次産業就業者の割合は8.3%低く,
第3次産業就業者の割合も13.5%低い｡そして,主
に ｢卸売 ･小売業｣,｢サービス業｣,｢複合サービス
事業｣の就業者の割合が小さいので,富地域で第3
次産業就業者の割合が低くなっている｡
(lC?就業者の職業別構成割合の変化を見ると,｢農
林漁業作業者｣の割合は1955年から減少する傾向
がある｡とくに1970年と1975年の間および1985年
と1990年の間で,その減少が著しい｡｢生産工程 ･
労務作業者｣の割合は1960年から1990年まで増加
する傾向が見られるが,その後,この割合は減少傾
向に転じた｡縫製工場が閉鎖されたために,その変
化が起こった｡｢専門的 ･技術的職業従事者｣,｢事
務的職業従事者｣,｢販売従事者｣,｢サービス職業従
事者｣の割合は漸次増加する傾向がある｡
(引用文献)
岡山県企画振興部統計管理課.206.『岡山県統計年
報- 平成16年版- 』企画振興部統計管理課.
富村史編纂委員会.198.『富村史』岡山県苫田郡富村.
(注)
1)イノシシは山奥でクリ,ブドウ,ミミズ,モグ
ラなどを食べて暮らしていた｡ところが,後述す
るように,山奥にまで杉や櫓が植林された｡杉や
槍はイノシシの食料にはならないので,村民が作
るイモなどを荒らすようになった｡
2)2008年3月29日に富地域に居住するM氏へ聞
おお
き取り調査を実施した｡M氏によれば,大には荒
れている田畑が多くある｡そこで,講組や隣近所
の人々が協力して荒れている田畑を耕作しようと
いう話がかつて出た｡しかし,住民に高齢者が多
く,食糧難という危機意識がないから,住民が協
力して荒れている田畑を耕作することはできなか
ったという｡
3)町村合併前に (財)富村ふるさと振興公社であ
ったが,町村合併後に (財)富ふるさと振興公社
と名称を変更した｡なお,(秩)未来奥津は,鏡野
町役場,農協,森林組合が出資して設立された｡
4)2006年4月28日に実施した,富地域に居住す
るK氏への聞き取り調査による｡
5)2(X形年7月23日のK氏への聞き取り調査による｡
6)林野庁は,災害復旧と植林後30年までの間伐
に補助金を支給している｡
7)富地域では,森林組合が1941年に設立された｡
村役場が森林組合の出資金の半分を出しているか
ら,半官半民の組織である｡富村には富村森林組
合があったが,町村合併に合わせて,富村森林組
合は近隣の森林組合と合併し,2005年に作州鏡
野森林組合となった｡かつては,親方がおり,村
役場から国有林や村有林の手入れの作業を請け負
った｡親方は作業員を集めて作業をおこない,作
業員に日当を支払った｡昭和40年代後半から,
森林組合が森林作業隊を組織して,そうした作業
をおこなうようになった｡そして,作業員に雇用
保険などをかけ,身分保障をするようになった｡
作業をおこなう組が5つか6つあり,それぞれの
組は協業隊と呼ばれた｡それぞれの協業隊にリー
ダーがおり,森林組合から仕事を請け負った｡そ
して,リーダーは作業員を集めて,作業をおこな
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岡山県鏡野町富地域の産業
った｡賃金は日当であったので,作業員は都合の
つくときだけ出ればよく,自由に働くことができ
た｡女性も森林作業隊に入って,働いていた｡筆
者は富地域に居住する高齢女性に聞き取り調査を
実施したことがあるが,若いときに森林作業隊に
入って,林業の仕事をした高齢女性が多くいた｡
20年前から,森林組合の作業員は給料制となり,
フォレスターと呼ばれるようになった｡
8)旧富村役場は村民に村有林の下刈りの夫役を1
年に3日ほど賦課した｡この賦課は1971年まで
おこなわれ,1975年に中止となった (富村誌編
纂委員会 1988:641)0
9)人工林の杉や槍は採算が取れないことは前述の
通りである｡ところが,天然林の雑木は椎茸の原
木や木炭の原料として利用できる｡だから,現在
では,人工林の樹木よりも天然林の樹木のほうが
有用であるという (2009年7月23日に実施した
K氏への聞き取 り調査)｡また,人工林の樹木は
倒れやすい｡そこで,どんぐりを撒いて天然林を
復活させることも一部でおこなわれている (2006
年4月28日に実施したK氏への聞き取り調査)｡
10)208年3月29日のM氏への聞き取り調査による｡
ll)富地域では,あまごはひらめと呼ばれている｡
12)2∝相年4月3日のM氏への聞き取り調査による｡
13)207年3月31日のK氏への聞き取り調査による｡
14)2005年に町村合併があり,地方自治体として
の富村は鏡野町の一部となった｡そのために,
2005年の国勢調査では,富地域に常住する就業者
の就業地についてのデータは公開されていない｡
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